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条件（Syntactic Defectiveness Condition）、場所格/方向格前置の EPP 統語素性分析、非対格構造の







子指定部条件と Arb-pro 分析を援用することにより、J. Kornfilt の提唱する東西チュルク諸語グルー
プに関するCP/TAMP統語パラミターの当然の帰結として導き出せることを明示的に論じた点にある。 
このことは J. Kornfilt の CP/TAMP 統語パラミターの有する一般性の高さを支持するとともに、今後
の比較チュルク諸語文法研究に占める同統語パラミターの重要な位置づけと方向性を示唆するものと
言える。 




痕跡（Trace）と虚字 pro が-en 連体接辞の分布に関して、なぜ同じ統語的振る舞いを見せるかについ
ては、なお一層の深い考察が求められるべきであると思われる。 特に虚字 pro の研究については、
ロマンス諸語における長い先行研究の歴史があり、これらの研究成果をどのようにチュルク諸語の統
語解析に利用していくかについては今後のチュルク諸語統語研究の重要な課題と言える。 
（ⅱ）非対格動詞と非能格動詞の区別が、どのような基準に基づいて認定されるのかについて明確な
定義に欠けるのではないかとの指摘を受けた。 非対格動詞と非能格動詞の特性に着目した研究は、
Burzio の先駆的な非対格仮説を始めとして生成統語論分野の研究に数多くの興味深い進展をもたら
してきたことは周知の事実であるが、その一方で非対格性の定義に関する明示的な合意がこれまでの
ところ当該研究分野において形成されてはいない流動的な課題でもある。 非対格性は同一言語内の
個々の構文間、異言語間の同種構文内においても判断の差が観察される極めて興味深い現象であり、
当該研究分野での一層の研究が期待される現象である。 その意味では本研究で開発した現代トルコ
語の-en 連体接辞分布テストは、イタリア語などのロマンス諸語、ドイツ語などのゲルマン諸語で従
来提案されてきた非対格性分布特性パラダイムに、新たにチュルク諸語からの統語的視点を提供する
ことにより今後の一層の非対格性解明の推進に向けて寄与するものであると、積極的に位置づけるべ
きであると考えることもできるだろう。 
（ⅲ）最後に、本研究では十分に取り扱うことのできなかった問題として、東チュルク諸語グループ
の関係代名詞節構文に顕著に観察される主格主語関係代名詞構造の存在を挙げることができる。 東
グループ諸言語が東西チュルク諸語グループに共通する属格主語関係代名詞構造以外に、西グループ
には存在しない主格主語関係代名詞構造を併せ持つことはよく知られている事実であるが、なぜその
ような統語的余剰現象が存在するのかについては、Minimalist 統語論が想定する言語計算システムの
経済性の観点からも極めて興味深い問題であり、本研究に課せられた今後の重要な研究課題として一
層の調査・分析と深い考察が期待されるものである。 
  以上本論文審査内容についてその要旨を述べてきたが、審査委員会は、本論文が博士学位論文と
して十分な水準に達していることについて全会一致で合意した。 
 
 
